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S翻end職王朝とMatarim王国の

Java支配について
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　ノ
　Sai｝endra王朝と言えば，8世紀の後半に，　JavaにBorobudurの仏塔をはじめ数

多くの巨大な，しかも壮麗な遺跡を今臼に遺した王朝として著名であるが，その歴史は

遺憾ながら殆んど全く知られていない。　いわば線番花火のようにJava史にきらめく

Sailendraの名は碑文のみに伝わるに過ぎず，しかも明確にその名を辿りうるものは十

指を屈するに足りない。また，当時のJavaに関して散見的にも消壷を伝えるシナ資料

に於いては，その名を跡づけることができない。従って，更料の不足という決定的纂実

　　　ノから，Sailenc！ra王朝の歴史にli対しては，この方面の学者の聞に数々の論議を呼び，臆

説・仮説が交錯して，その帰趨はなかなかに把握しがたいと言わねばならない1）。藪で

は，今1ヨまでの問題点を挟り出しながら，DE’　CASPAR夏sの藩誹を紹介し，書評を兼ねる

とともに．関聯のある縄題の藩干を論じてみたいと思う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　∫avaに於いて最齋の年次を有する碑文はSaka紀元654査俘（A．　D、732）のSaα∫aya

王のChanga呈（またはJangal）石寝i：文である2）。この碑交はBorobudurの仏塔の南東に

　　　　　　　　　　　ズあたるChangaiにあるSiva神祠堂の遺跡で発兇され，　Sanskrit語で書かれ，12詩
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

を念んでいる。まず．Saka紀元654年にSanfiahaの子Safijaya王によってSiva・
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

liRSfa（llfiga‘男根Pの形で褒象されるSiva神の像）が建立されたことを述べ，次いでSiva，

BrahmaおよびVi§nuの3神への祈願が記され．　Java島が‘穀物ゆたかに金鉱に富

む’旨が詑される。さらに．Sannaha王が長い間Manuのように正しくJava鶴を統
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顕

　　ノ　　Sailendra王｝罰とMataram王国の｝ava支軸について

治した旨を誘己し．その子Sa街ayaは勇敢でRaghuのごとく近隣の王者を征服して，

秩序と平和を維持した旨を伝える（vv．8－12）。　Sa郵laya王の名はSaka　829（A．・D．　907）

のBalltung王の銅板1碑交3）に見られる。この碑文はK6duに於いて発見され，　Kawi

語で書かれている点が注陰される。この碑文にはSafijayaに始まり第9代W我撫kara

に至る9王の名が記されている。すなわち．
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Rakai　Mataram　sang　ratu　Sa街aya．
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Sri　Maharaja　rakai　Panangkaran．
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Panunggalan．

Warak．

Garung．

Pikatang．

Kayuwangi．

Watuhumalang．

Watukura．

の名が見えるが，各車の租亙の関係は記されていない。　Balitung王はA．　D．898－910

矩の副次をもつ12ヶの碑交によりIQ世紀初頭の王であるこζが知られる4）。この年次

から醐って，　BaiituRg王のK6du碑文に記される第1代のRakai　Mataram，　sang

ratu　Safijaya‘Mataram公・聖なるSahjayaヨ三’がChangai：碑交のSa鱗ayaと周

一人であることは疑うをえないであろう。すなわち．Sa庭jayaはMataram王屡1の始

祖で，732年以繭に中部Javaの南部に覇権を確立したことが知られる5）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　しかし．中部Javaに於いては．8世紀の後半にSailendra王朝の支西己を物語る碑

：文が若干ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　1．Kalasan碑文　まず，その第一はSaka紀元700銀（A．　D．778）のKa｝asa11碑

文である6）。この碑文はJogjak6rta地方のKalasan村で発見され，　Safiskrit語で書

かれている。その内容を抄訳すると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（v．2）Maharaja　Papamkara撃aを説ぞ出して（avarjya），　SaileRdra王の王師（guru）

　　たちはTara女神の壮麗な祠堂を建造させた。

　（v．3）王師の命令により．Tara女神〔の像）とその嗣堂とVinayaおよびMaha－

　　yanaに通暁した比丘たちの僧院とが，恩義を知る人々によって造営された。

　（v．4）　王の撫示を筆軸しく奉ずるPartkura，　Tavana，　Tiri＄aという〔地方監督宮

　　たち〕によって，このTara女神の飼堂と尊敬すべき比丘たちのこ僧院）とが建立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一



　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　Saliendra黒朝とMataram瓢融のjava支配について

　　された。

　　　　ノ　（v．5）Sailendra王家の装飾（＄ailendra－vaii］sa－tilaka）である王の繁栄した王国に

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　於いて．Tara女神の聖堂がSailendra王の有徳な王師たちによって建立された。

　　　　ノ　（v・6）Saka王の紀元の7し）0年が経過したときに．　Mahai’aja　PanaMkarai｝aは

　　ノ　　〔Sailendra王の〕王師たちに供養のため，　Tara女神の祠堂を建立した。

　（v．7）樺大な丈夫であるPaflkura，　Tavana，　Tiri＄aの〔三）地方監督密（desadhy－

　　aksa）を証人として，　Kalasaという村落が僧伽に寄進された。

　（v．8）王者の中の獅子（rajasiihhac）によって，この比類のない土地の寄進がなされ

　　　　　　　　　ノ　　た。この土地はSai圭endra王家の未来の鯨敬すべき諸ヨ三たちによって守護せられる

　　べきであり，

　（v．9）1尊敬すべきPahkuraをはじめ，鯨敬すべきTavanaをはじめ．また瞭敬す

　　べきTEri§aをはじめ，すぐれた太穿たちによって〔守護せらるべきである〕。

　また．

　（vほ0）王者巾の獅子は，“すべての人々に共有されるべきこの法界　（dharmasetu）

　　が，おんみらによって，いつの融にも守護せられるよう”にと，米来のすべての王

　　者たちに繰返し懇請する。

　（v．12）吉祥なるKariyana　P鱒a漁kara取aは，未来の諺ヨ三たちに，　適切に僧院の

　　保持せられることを繰返し懇請する。

　　　　　　　　　　　　　　　ノと記されている。藪に記されるSailendrarajaとMaharaja　PanaMl〈arana（あるいは

Kariytina　Parpathkarai⊃a）が詞一人か否か．また董に記されるPama血karagaとBali一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノtung王のK轟u碑文に兇える箆二代のSr三Maharaja　rakai　Panangkara賑とが選一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ人であるか否かについて一々の論議が提出され，　またこれに関聯してSallendra三朝

の起源に関して学説が分れた。しかし，そのいずれにせよ，この碑交が8世紀後判こ於

　　ノけるSailendra王朝の！・翠蓋ぢJava：支配を明らかに物語っていることは歩歩である。

　2．K：61urak碑文次に，　KaiasaR碑文より4　！fl三後に建てられたK醜rak：碑交7）

がある。．この碑文はPrambanamのLoro　JongraRg寺の北にあたる1〈61urakで発

兜されたが，碑獲1の磨滅が甚だしく，解読の：不可能な簡所が多い。まず，三室に帰依す

る旨を記した後に，

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　この大地はSaileRdra王家の装館1（Sailendra－vathSa－tllaka）であるIndra王によ

　って守護されている。彼は四方の諸王を復三服し，最も有力な敵の英雄を打ち破った

　（valrivara－vira－viinardana）。この王のヨ三師（guru）であるKumaragho＄aによって，
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　　Sailendra王朝とMataram王国の∫ava支薦己について

　ノ
　Saka紀元704年に，このMa街u6r1の像が建立されたが，これは栄光の柱であり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　一切の有情の守護である。…・（尾幌）…・Sri－Sarhgramadhanafijaya王の庇護を得

　た王師である余は．この法界（dharmasetu）を未来の諸王が保持されるよう要請する。

と記している。酪述のKalasan碑文と比較して，その文体・用語などに於いて全く岡

じであることが知られる。

　かくして，われわれはこの二碑文から

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　①8世紀の後半に中部JavaにはSailendra王家が；醤題していたこと。

　②この王家の当時の王の一人はlndraと言い．　Samgrarr｝adhaRafijayaという

　　Sanskrit語の称轡（即位名）をとったこと。

　　　ノ　③Sailendra王家は仏教とくに大乗仏教の儒奉者であり．しかもその仏教は密教で

　　あったこと。

という事実を知りうる。

　ノ
　Sailendraの名を伝える碑文はJava以外の土地からも知られている。すなわち，

Llgor碑文，　Nalanda碑文およびLarger　Leyden　Grantの三皇丈である。

　3．Ligor碑文8）　Malay半臨に於けるLigorのVat　Sema　MUaRgに於いて発

見された高さ1m，幅50　cm（生際は40　cm）の石塔に刻まれており，全交格調のある

Sanskrit詩体で書かれている。この碑文は石塔の爾面に記され，一爾は冒頭の4行の

みあり，他の面は29行（10詩）あって首昆完結している。まず，繭者（短交面）には

　　栄光あれ．この覇王（rajadhlraja）はみずからの威力によりJあたかも太賜が暗黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉
　を払うがごとくに．一切の敵軍をうち払い，その魅力ある美しさは秋の清らかな月さ

　ながら，まこと愛の化身である。Vi§興といわれるこの王は，一一切の敵の僑慢をうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ひしぎ（sarvari－madavi－naS），彼の威力に比肩する者はない。　王はSaiiendra　M
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　家の主（SailendravathSaprabhu）といわれ．　Sri－Maharajaの称号（畷ma＞を有する。
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

と記され，Sri－Maharajaの称弩を有したVi§auというSailendra王家のMの名が知

られた。

　次に，この碑交の長文面には

　　　　ノ　（v．5）Srivijayaの主なる王（＄rivijayendrarEja）は勝利を得て，その威令と栄光は

　　一切の王者の奉戴するところ…・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（v．6）徳と威光とを具えて．磁界に於ける一切の王者の最高にして唯一者，Srivi－

　　Jayaの主なる王（SrivijayeSvarabhUpati）は蓮華手菩薩・釈迦牟尼仏・金醐手菩薩

　　の住居である，この煉瓦造りの三聖舎を建立した。
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　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　Sailendra］三惑とM：ataram王国のJava支配について

　　　　　　　　　ノと認され．v．10にSaka紀元697年（A．D．775）の年次が見られ，この年のVai6akha

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ月の臼分の11Eiに，神学IndraのごときSrivijaya王によって（devendrabhena　ca
ノ

Sr1vllaya鰐patina）塔拷菟が完成された旨を述べている。

　さて，この二つの面の記事を相関聯したものと見るか．別々のものと見るかで，学者

の見解は分れたが，特に相関聯したものと見るとき，このLigor碑交は8世紀の後半
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

にSumatraのSrlvijaya王国に艦臨していたのはSallendra王朝であり，このSri一
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

vijayaのSailendra王朝と響に述べた中部JavaのSailendra王1罰との関係につい

て，学者の聞に種々の見解が提出された。このように，K：alasanおよびK益沁rak両碑
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

交から知られる中部JavaのSailendra王朝に対し，　SrivijayaのSailendra王朝が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ大きくクローズアップさせられたのは．少くとも9世紀の中葉以後にSailendra王家

　　　ノの王がSrlvijayaに濡労していたことが．以下に述べる二つの碑交によって知られて

いたからである。

　4．Nalandi｝銅板碑文9）9．ll琢己の中葉ごろBengal地方に勢力を振うていたPala

王朝のDev3pala王の治世第39年の葎次をもつNalanda銅板碑交は，　Sttvarnadvipa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ（Sumatra）の王でYavab臆mi（Java）のSailendra王家の子孫であるBalaputraが

N．i　landaにAhtkil院を干て，　Devapala王に野守したので，　Devapa玉a王は，それに五ヶ村

を寄進した旨を記すものである。Balaputraについて，この碑文は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（v。24）その名は勇敢な敵の破二者（vira－vairi－mathana）にふさわしく，　Sailendra

　　　　　　　　ノ　　王家の装飾（SallendravathSa－tilaka）であるYavabhUmi王があった。

　（v。27）　この王に，威風堂々として勇武猛々しくjE’1．つ行状正しい息子Samaragra－

　　viraがあった。

　（v．30）　この王にTaraという王妃があり，月種族のDharmasetu王の女で，　Tara

　　女神さながらであった。

　（v．31）　この王妃に王子Balaputraが生れ，…・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（v．32）彼はNalandaが勝れた土地であることに心を惹かれ．　Suddhodanaの王子

　　（すなわちBuddha）への勘弁（bhakti）から，この地に僧院を建立した。

　（v．37）父母と白身の福徳と名声を増すために，SuvarBa（lvlpa王Balaputraが使

　　者の口上を以て，われらに要請をしたので…・

と記している。この碑文によって，戴にその名は記されていないがBalaputraの擁父

は明かにJavaの王（Yavabhttmiplila）であったが．　Balaptttra向身はSumatraの王

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（Suvaroadvi頭dhipa）であったことが知られる。従って，　SaileRdra王家は9世紀の初

　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一



　　ノ　　Sailenclra　EE　il勇とMa毛a畷m親臨のJava支酉己について

めころまでJavaに1旧暦していたことが知られる。

　5．　蔦eydeR錦板碑：文10）一般にLarger　Leyden　Grantと｛1乎ばれる碑交で，発見

地は不詳。南インドのCo玉aヨ三朝のRaja痢a一』樹：（985－1016）の即位第21年（1005）

に，王がC司ama瞬varma－viha餓に一ヶ村を寄進した旨を記しているが，この寺院は
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Sa11endra王家に生まれSrivi＄ayaの王であるMaravljayottuthgavarmanが父C藤

｝ama撮v紺憩anの名でNagipattanaに建：S’Z：したものである旨を｛云える。　この二人の
ノ

Srivilaya王の名は『宋史』巻489三仏斉伝に晃え，威平六年（1003）其王思懸殊螺無尼

仏麻調華遣使，大中祥符元年（1008）其三E患離層暇皮遣使と記されているのが，それであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノる・これにより，9世紀r・1・1葉から少くともU世紀初頭までSai至endra王家がSrivijaya

の王であったことは胴らかである。
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　このように，8世紀の中葉に突如として時時に現われ．東野アジアの広い地域に豆っ

　　　　　　　　ノて痕跡をのこしたSailendra王朝に関し，またその起源に関する囲題は，過去30犀以

上の胤多くの学者の関心をあつめ，論議を捲きおこし，東南アジアの古代史研究に於

いて最も活況を呈した臨題であった。

　1918薙に，当時BangkokのNational　Libraryの管理をしていたフランスの

George　CoEDSsは．スマトラの菓爾辮にあるBangka島のKota　Kapurで発見され

た靴穿マライ語碑1文（A．D．686）と前記のLigor：碑文（A．　D．775）とを検討して，爾碑

　　　　　　ノ文に児えるSrivijayaという名は，　それまで考えられていたように王の名ではなく，

圏の名であると考え，これをシナ史料に見えるア1利仏逝，室利仏逝，三審斉と嗣じであ

るとし，その根拠地を現在のPalembangに比3Uした11）。そののち間もなく　Palein一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノbaRgの近郊Kddukan　Bukitで発見された碑文12）には，　Srlvijayaを明かに地名と

して用いており，Co8D飴の比定：を裏：質した。　COEDEsの考えによれば，　Ligor碑：文の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
爾面は周時期に彫られ、たものであり，従ってSailendra王朝がSr三vljayaに薦押して

いて，Bandon地域をそll心服し一T　LIgor：碑文をA．D．775に建立したとした。　オランダ

の考古学者N．J．　KRoMと」．　P．　VoGELもCoED齢の説に賛成し，　A．D．778年にJava
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

に於けるSailendraヨ三朝の支配を物語るKalasan碑文は当時SrivijayaがJavaを
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
麦配していたと＝考えた：1・3＞。かくして，SaileRdra三｛三朝はSrivljayaすなわちPalembang

に本拠をもち，Malay半島およびJavaをA．　D．775－778以繭に征服し，　Borobudur

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－52一



　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　Sailendra王捌とMataram王国のJava：支配について

の仏塔に於いて最高頂に達する中都Javaの偉大な紀念物を建立したということが承認

されたかに思われた。

　ところが，1927年に，オランダの学者W．F．　STuTTERI・IEIMがChangalから余り遠

くないKEdttに於いて纏に述べたBalitung王のK6du碑文を発見した。そして．

　　　　　　　　　　　　　　　ノKEdu碑交に記された第2代のSri　Maharaja　rakai　Panangkaranを1〈alasan碑：文

に見られるMaharala　Pa騨ぬkaral，aと嗣一人とし，さらにKalasan：碑交に見られる
ノ

SallendrarajaはこのMaharala　Pa瓢血karanaに外ならないとした。この説は，まず

　　　　ノ第一に，Sailen（lra王朝が775　1・r，：にMalay半島に出現する以前に中部Javaに拾頭し

ていたことを意味するのみでなく，ある王家が一’1．［．1：代の間にChangal碑：文（732）の

1－linduism（特にSivaism）からKaiasan：碑交（778）の大乗仏・教へ改察したことを想定

させるものであった。藪に於いて，STUTTERHEIMは自記の提説をさらに展開させるた

めにNalanda碑文を援用し，この碑交に於いてDharmasetuの娘丁激aと結婚した

Samaragrav三raとKalasan碑丈に於けるMaharala　Panamkaranaと1ま同一人なり

とし．この王が妻Taraのために．その守護神と考えられるTara女神の祠堂を建立

したのであると考えた。かくして，KEcJu碑文に記される最初の二人のヨ三Sa簸jayaと

Panangl〈aranとを親子とし．　この爾人をNalanda碑文にBalap慮aの擁父および

　　　　　　　　　　ノ父と記される：二人のSailendrarajaと見倣したのである。そして，　PaRangkaran王と

T細a妃とのhi51に生れたBalaputraが．　Na絵nda碑：文に記されるように．　A．　D．775

　　　　　ノ年以前にSrlvijayaの王になったとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　このように，STUTT£RHEIMによれば，　Sallendraヨ三朝はJava起源であり，従って
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Ligor碑交は∫ava起源のSai至endra王朝のSrivijaya支配を示すものであった。し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノかも，STuTTERHEIMは戴にシナ史料の記箏を援用し．　Sr，ivijayaはA．　D．742の朝質‘

を最後として突如として入震の記事なく，A．D．904に至って再び入貢の記事が見られ

るのであり，これに対しJavaは767年から873年まで入貢している事実を指摘して，

この間に於けるJavaの覇権を示すものとした。すなわち，　STUTTERHEIMの説は，

KRoMが鳴える「ジャヴァ史に於けるスマトラ時代j　De　sumatraansche　Periode　der

Javaansche　Geschledenisに対して，　A　Javanese　Period　in　Sumatran　History

（S．　urakarta　1929）を提；ll箋1するものであった。

　　　　ノ　さて．Sailendra王朝．　Sa燭aya王統，そしてLigor碑：文およびNalanda碑：文の

調事などの相互関係については，その後に新らしい発児もなく，注闇すべき新らしい提

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ説も行われなかった。僅かに，Nalanda碑文に兇られるDharmasetuヨ三をSrivilaya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53一・



　　ノ　　Sallendra王秘とMataram三E羅のJava支醗について

の王とする説正4）が述べられたが，積極的な証拠は簡一つなく，Javaの念ailendra王

　　　　　　　　　　　　　　ノ家の∫lllをひくBalap“traがSrlvijayaの王となった事実を説弱しようとする試みに過

ぎなかった。

　藪に於いて．われわれは上記の奥料を整理しつつSTUT鷲RHE槻らの所説を検討し，

闘題の所在を開らかにする必要があるのであるが，それに先きだって，中圏資料の記事

も併せ考慮して．漁時のJavaおよびSumatraに関する年表を作成することにしたい。

すなわち，次のようである。

5盤紀
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671一一672

683

684

　　686
685－692

　　686

　　718

427

237

742

c．　750

76e

775

778

782

787

799

820

c．　850

ジ ヤ ヴ　　　ァ

Taritma（またはTarumit）の
Pfirrpcavarman　．］io

詞陵風シナに使節派遣。

ノ

Srivijaya，　Javaに遠行ll。

不空金剛Amoghavar＄a，闘婆
編にて金剛智三蔵について修学。

この隼までにSa旬aya，　Mata－
ram王圏斜始。　Changa1碑文
（Javaの碑文の中で．　年次を有
する最古のもの，サンスクリット
語）。

着篭i，都を闇婆から婆羅伽斯に移
す。

Gajayanaモの女嬬，　Agastya
神の神殿造営。

Kalasan碑交（サンスクリット語）。

K削urak碑文（サンスクリット語）。

Java軍，　Camp議に侵入。

Java策．再びCam醸に侵入。
この年以後，詞陵の名シナ鰻料に
見えず，闇婆とのみ記きる。
ノ

Sailendra朝のBalaputra王，
爽インドNalan砿に精舎建立。

スマトラその他

義浄，仏逝園に6ヵ月滞二蕉，末羅
礁卿こ2ヵ月滞在。

Kさdtikan　Bu短t碑文（古代マラ
イ語）。

ノ

Srivijaya三E　Jayanaga（Talang
Tuwo碑交）。
1くota　王く二apしIr　石5｝IJ虻。

義浄，聾び仏逝園に滞在。

仏誓倒，麿の王室に僧祇女を献上。

ノ

Srivljaya，シナに使節派遣。（こ

　　　　　　　　　　ノの奪以後：，904年まで，Srivijaya
の入貢につき，シナ野幌に記肇な
し）

Ligor碑交（サンスクリット語）。
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c．　89g－c．　915

　　　　　ノ　　　　　Sailendra王朝とMata戯m招慰のJava交配について

lAgastya神　（ジャヴァ名Vala－
ing）；讃揚碑：文（霞看穐ジヤヴァ語

の知られる最初のもの）。

Mata温湯朝のBalltung王。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i

　藪にまず第一に気づくことは，スマトラに関して742年以後934：年に釜るまで何等史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ職の伝えるところのない事実である。これがSrivilayaの運命に何等かの異変のあった

ことを想像させるものであることは明かである。従って，この点に関し，S　［SUTTERI－IEIM

がJavaのSumatra：交配を考えたことは，787年および799年にJava軍がCampa

に侵入したことがCampaの史料15）から知られる謎霧実に徴して，当をえた考えというべ

きである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　次に，STuTTERHEIMはLigor　Ii“i！文の775年以煎にBalaputraがSr三vllayaの王に

なったとするが，この点は問題が残されている。すなわち，Nalanda碑文はDevapal乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
王の即位39年の建立と記され，　その中にSailendra王家の．ff」Lをひく　Srivijaya王

BiilaputraがNalandaに僧院を造営し，その要請で僧院の維持費として五ヶ村を寄進

した旨を伝えている。従って，Nalandaに於ける僧院の造営，　Balaputra王の要請が

Devapala王の39年より遥か酒煎のこととは1考えられない。しからば，　Devapala王の

39年は果して凹凹侮年であったであろうか。Devapala王の年次は未だ明確でなく．大

体に於いて，794薙以後839年以前の即位とされ．少くとも39年の統治の後に833年

と878年の閻に死んだi6）。従って，　Nalanda碑文に伝える慕実は9働紀の中葉に属す

ると考えられるのであり，Balapu皇職王の年次もまた大体9世紀の中葉となるであろう。

従って，STuTTERHEIMの欝うように．　Nalallda碑文に名の記されないBalaputraの祖

父をChanga1碑文（732薙）に晃えるSafijayaとし，父SamaragraviraとKalasaa

碑交（778年）に見えるMaharaja　Panamkaranaとを団一人とすることはできない。

　次に，KalasaR碑文に見えるMahartija　Pa13a血kara訟aをBalltung王のK邸u碑

　　　　　　ノ文に見えるSrl　Maharaja　rakai　Panangkaranに比定することは，前述のように年代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ的に見て正しいと考えられるが，このPaeamkaragaをSailendravaMSatilakaとい

　　　ノわれるSailendra王とすることは果して正しいであろうか。われわれはもう一度Kala－

san碑交の内容を検討してみる必要がある。　この碑文はMaharaja　PanaMkarapa　fi：

TAra女神の祠堂と比丘の僧院を難恥し，僧院に村落を寄進した旨を伝えるが，この王

はみずからrajasimhaと称しつつも，三人のde6adhyak§a（地方監督宮）を再入とし，

　　　　　　　　　　　　　ノこれら三人をはじめとしてSailendra王家の未来の王たちに祠堂と｛蜘覇己と土地の保護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノを懇請していることが知られる。もしM哉肱ra海Panark1〈arana　th　）l　Sailendra　IEI三家の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一55一



　Sailendra王親とMataram王騒の∫ava支配について

王であるとすれば，何故に距下の三人の地方監督宮を証人として，村落の寄進をしなけ

ればならなかったか，説明が不可能である。また，繭覚と僧院と土地の保護を，再三に

　　　　　　　　　　　　　　　　ノわたって，三地方監督密を工めて．Saileftdra王家の未来の諸王たちに懇請しなければ

ならないか，不可解である。そうではなくて．rakai　MataramであるPanangkaran

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（すなわちMah7raja　Papathkararpa）がSailendra王家に服属し．その帰順のしるしとし

　　ノ
て，Sallendra王家から使節として派遣された王師たちの説得により，　Tara女神の祠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ堂と僧院を建立し，村落を寄進した。その造営にあたって，SaileRdra王家の命を受け

た三地方監督官が王師の指示の下に，監督にあたった。従って，村落の審進にあたって

は．これらの監督窟を証人に起1目したのであり，それと岡時に，これらの監督憲を含め

　ノてSailendra王家の未来の諸王たちの保証を懇請したと兇るのが自然であり，穏当な解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ釈と考えられる。すなわち，Maharaja　PanaMkaranaはSailendra証家に服属したと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ解せられるべきである。　しからば，この碑交に記されるSailendraralaは誰であろう

か。遺憾ながら，その名は知られない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　しかし，その3年前の775年には，Vi＄“uという王がSallendra王家の主で，　Srl－

Maharajaと称したことが，　Llgor碑交から知られる。　Ligor碑文の短交函と長交面と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1；ill関聯したものと見るか，はたまた別々のものと見るかは，　Sailenclra王家に関する限

り問題にはならないであろう。　今口まで，多くの学者はNaland乱碑交およびLarger
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Leyden　GraRtの記繁からSrivijayaの王たるSailendra王家が先入主となっていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノことから，種々の論議を捲き起した感があるのであるが．当時Srivljayaの没落がシ

ナ史料から考えられる以上，当然JavaのSumatra：支配（あるいはSrivijayaの故地の

支i鱒が考えられるべきであろう。

3

　　　　ノ　さて，Sailendra王朝のJava支配に関して，　STuTTERHEIM以後に特に新らしい提

説もなかった。　この王朝が何時ごろ滅んだか．MataramのSafijaya王系の9繊紀に

於ける運命は如何であったかについては．新らしい展開はなかった。1950年に至って，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノDE　CAsPARIsは上記の史料の外に新たに若干の資料を併せ考慮して．　SaileRdra王朝の

聞題に新らしい解明を試みた。それが『シャイレーンドラ時代の諸碑交』すなわち

　　DE　CAspARIs，」．　G：IRscripties　uit　de　gailendra－tljcl（Prasasti　lndonesia　1），

　　IX十204，　Bandttng　l950．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一56＿



　　　　　　　　　　　　　　Sailendraヨ三覇とMatarきm王蜀のJava支配について

　　　　　　　　　　　ノである。DE　CASPARIsはSailendra王朝に関する礁接の史料として次の9碑交がある

とする17）。すなわち．

　　段）　PlumPttltan砧i交　　（752隼）

　　b）　Ligor碑：交　　（775奪）

　　c）Kalasan碑文（778年）

　　d）　Ratubaka碑交　　（Ctl．．　778く羅三）

　　e）K6至urak碑交（782俸）

　　f）　　Plaosan　石lj上文　　　（無次不1言）仁）

　　9）　Ka「a難gt下血ah石Ll！交　　（824左の

　　h）Mag61ang碑文　（8421LII）

　　i）　N頴a鍛da碑文　　（Ca．850奪）

の9碑文で．　まず第一篇に於いて．　上記a），d），　g），そしてh）の2碑：交，　さらに

Gandasuliの古代マライ語碑交の6碑文について論ずる。これらは今日まで未発表のも

の，ないしは僅かにしか知られていなかったものである。第二篇に於いては．こうして

得られた織果を今日までに難られた碑文その他の記事と結びつけ．そこからJavaに於

　　　ノけるSailendra王家の年代と歴史に関して結論を引出している。次いで，最後に，
ノ

Sailendra王朝時代の仏教について考察し，碑丈に述べられている事実を明確に位概づ

けしょうと試みている。

　まず，PIUinpufian碑文であるが，これはSalatigaから遠くないPl“mp舳an村に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノある1署大な門門に刻まれたSanskrit語碑文である。三部分から成り，第一部にSaka

674（A．D．752）の年次が見え，第二部にはBhanuという人の土地寄進が記されている。

この二分の￥≒1頭に，Svasti　pralabhyah‘賑下の：，g．たちに祝福あれ’と記されているこ

とから，Bhanuという人はrl三であると考えられる。この名は称．号その他が記されていな

いが，この表現形式はLigor碑交に於ける　Vi§nu王およびKさ1ttral〈碑文に於ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノIndra王の場合と岡じであり．恐らくBhanuはSailendra王家1こ属する王と考えら

れる。内容は，dharmmartharh　k§etrad醗arh‘dharmaのために，土地の寄進を’と

あり，恐らく仏教的と思われる。　なお，藪にdharmaという語の意義は．後期古代

Java語文献に於いて普通に胴いられている‘廟’，‘墓所’の意である。次に，第三の部

分は五つの紋様が記されているが，それが侮を恵縛するか不明である18）。

　次に，Prambananの南Ratubakaの揺陵地で発晃されたサンスクリット語碑文は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ五繍の断片から成り，金体の約三分の…の碑交が兇られる。内容は仏教的で，Sailendra

　　　　　　　　　　　　　　　　　－57一



　　Sailendra王甥とMataram王麟のJava支薄己について

ヨ1三朝の名を記しているのみならず，Dh＆rma搬hgadevaという旧名が兇られる。　この

碑文の年次は失われているが，778年のKalasan：碑文と共通の点が多く，ほぼ岡年頃

のものと考えられる19）。

　第三のKa職難gt醗ah碑文は824年の年次を有し，二つの部分から成っている。すな

わち，第一の部分はサンスクリット詩から成り，第二の言分は古代ジャヴァ語の散文で

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ欝かれている。　襲ず，第一の部分はSailendra王朝のSamaratuhga王とその王女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノPramodavardhaRiの記田建立，大乗仏教の教理を述べており，さらに譲帰としてSri

Ghanana街aの名をもつ王の名が兇られる。　この名は‘雲の主’を意味するところがら．

782年のK61urak碑文に晃えるIRdra王を辮すと考えられる。次に，古代ジャヴァ語

の部分はRakarayan　Patapanという人が前紀の祠堂へ土地を寄進したことを記して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノいるが，このRakarayan　PatapanはSailendra王家の人ではなく，中部Javaに君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ臨した王揆であったらしく，恐らくはSailendra王家に服属していたと考えられる20）。

　次に，第四のGapclasuli碑文はK6du州の最北端にあるGandaSuliの巨岩に刻ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノれたもので，古代マライ語で書かれている。Saka紀元754（832）の年次があり，　Pang

Karayan　Par餓panが広大な領域に君臨する王者としての権威を宣欝している。この王

名は煎記のKarangt6Aah碑交の古代ジャヴァ語の部分に箆られるRakarayim　Pata－

panと明かにffl　一一人であって，称母および名に於いて見られる相逮は正三法に関するも

のであり，また需語の差にも基づく。従って，この碑文によって，中部Javaに於ける
ノ

Sailendra王家の権i威は832年以前に消滅したに相違なく，この碑文に古代マライ語を

用いたのはRakarayan　Patapanの1羅した王系va血9aの起源を誇る一種のデモンス

トレーシ，，ンと考えられ．　この碑文の凋まれている地点がK6duの肥沃な平原へのい

わば入口であることも，この解釈をたすけるものであろう21）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　・最後に，上記h）のこ碑文は部分IIIYに嗣一で，いずれもSal〈a紀元764（842）の年次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノを有し，Kamglan　i　Bh貢misambharaという祠鴬へSri　Kahttlunnanが米ll｛1｛を寄進

　　　　　　　　　　　　ノした旨を記すものである。Sr至Kahuluitnanとは‘盤盾陛下’の意で．土地寄進に関し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノて皇脂が命禽を出すという極めて稀有な例から見て．この闘乱は842奪までにSailen一・

dra王朝が終ったことのみでなく，知何にして終ったかを説明するものであろう22）。

　以上，6碑文に関する灘述はDE　CASPARIsの記すところを要約したものであるが．著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ者は第二篇に於いて，これらの碑文をこれまでに知られているところと対照し，Sailen－

dra王朝の年代を決定しようとする。まず，

　　Vi§Ml（Ligor碑交）　　　　　　　　　775－782．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一58一



　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　Sailendraヨ三朝とMataram　M多照のJava：支配について

　　Indra　（K：61urak研！交）　　　　　　　　　　　　782－812．

　　Samara£uAga　（KalangtEhah石卑文）　　812一ほぼ833．

という三代を与え，不正確な要素をいくつか含むとは悶え，全般的に兇て殆んど正確に

近いとする23）。著者はKalasa口碑交に於けるPagaMkara“aとBalltung王のK6du

碑文に於ける1）anangkaranとは岡一人であることは承認するが，　Kalasan碑文に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノけるPaitamkarapaは翻に筆者の考察したごとくSailendrarajaではなく，この蓼酢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノには二人の王が記され，Pa取amkaranaはSailendrarajaに服属していたことは疑い

えないとするし4）。次に，　Karangt6Aah碑丈（824）に於いて，　Saaskrit語の部分は
ノ

Sailendra王の刻交であるが，　古代ジャヴァ語の部分はRakarayan　Patapanによる

ものであり，このRakarayan　Patapanは十年後にGalユdasuii碑交（832）を公布して，

中部Javaの大部分に於ける宗主権を宣称している。さらに十国後に，　Javaのひとり

の皇運がBhUmisambharaとい仏教建造物に寄進をしている。これら一聯の事実は，

　　　　　　　　　　ノ中部Javaに於いてSaileRdra王家の勢力が終陣するに至った次第を明かにすると考

　　　　　　　　　　ノえられる。すなわち，Sailendra王家のSamaraturtgaの：女PramodavardhanlがJava

に於け．る他の王家に嫁いだとするならば，上郷の諸事実は簡単に説明しえられるのであ

　　ノり，SaileRdra王朝の最後の王女が他の王家に嫁いだとき，半世紀以上に豆って1・Pl部

　　　　　　　　　　　　ノJavaに覇権を有していたSailendra　EE朝は消滅したと考えられる。そして．玄気にJava

に於ける他の三E家とは907年のBalltung王のK配u碑文に晃られるSa資jayaの王統

であり，この王統に属する第7代KayuwangiからBalitungヨ三に至るまでの諸王はみ

ずからSafijayaが732年に創始したことを誇りながらも，彼等の称墾｝は彼等が間接的

　ノにSailendra王li家に属していることも示している，と遵う25）。

　著者はさらにNalanda碑文の記事に関して意兇を騨等し，　Balaputraの祖父および

父Samaragrav五raはK益lurak碑文（782）およびKaraagt甑ah碑文（824）に詑さ

れるIndraとSalnaratuAgaと岡一人であろう。　Balaputraが父の帝国を翻ll興しなか

った理ll臼は‘若い息子’ないしは‘来子’を意味する彼の奇妙な名から門門されよう。す

なわち，恐らく彼の父の死んだとき，BalaPUtraは幼児に過ぎなかった。彼が生長した

とき，彼の姉が他の王家に嫁いでいた結果として，事態は変ってしまっていた。彼は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノJavaを逃れて，恐らくは家系上の関係からSrlvijayaの王になったのである．と26）。

　かくして．DE　CASPARISは次のような黛表と系譜上の関係を示している27）（次表は理

解に硬窺を与えるため．本稿の策者が藩干の翁i】訂を加えてあるが，その本質に於いて原著と変ると

ころはない）。すなわち，
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　　　　　Safijayaのi家系

　　　　　　　（シヴァ教徒）

Safijaya　（732一一ctt．　760）

　　1

R．　PanaRgkaraii　（778，　ca．　760－ca．　780）

　　E

R．　PanunggalaR　（ca．　780－cct．　800）

　　l

R．Warak（Cte。80G－819または829以前P）
　　l

R．Garung（819以前一P838）
（＝：？R．　Patapan）

　　i

R．　Pikatang（850，　？838一？　851）　r“”’”’

ノ

Sailendra　三El家

　　（仏教徒）

2　　　（Bhanu，　752）

　　　｝

Vi＄nu（Dharmatuhga）
（775以前一782）
　　　I

Indra　（Sa血gramadhana鎖jaya）
（782－812，　824以冨狗）

　　　1

Samaratuぬga　：T自ra
824　（812－832）　　i

　　　I　　　】Balaputra（6α，850）

’Pramodavard13ani　（824）
　ダ
（Sri　K：ahulunnan　842？）

　R．Kayuwangi（863，882）
　　（851－882　以後）

　上記の表を見て，われわれはその美事な再構成に驚嘆するのであるが，なお若干の問

題がないではない。その一二を挙げると．

　（1）Nalanda碑文＠．85G）に於けるBalaputraの父SamaragravlraとKara－

ngt6fiah碑交（824）に於けるSamar滋麟gaとを岡一人とすることは，その年代から

見て，またその称暦の意味内容から見て，一応承認されるところである。しかし，爾者

が兄弟で，Balaputraの父SamaragraviraがJavaを逃げ出したと解することも不

可能でない。

　（2）　また，Nalanda　li！￥丈に於いて，　Balaputraの祖父であるYavabhamipala

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（Java三E）は名が紀されていないが，‘Salledraヨ三家の装飾’であり．‘勇敢な敵の破羅者’

であると讃えられている。Indra王もK益lurak碑交に於いて岡じ語で讃えられており，

Balaputraの祖父がIndra王であったとしても．薙代的にも承認されるであろう。し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノかし，DE　CAsPARIsがKarangt6itah碑交に於いてSrighananathaという謹．号をもつ

もう一一入の王者が言及されているとし，これをSal澱ratu嬉a王の父とし．この誰摺・が

‘雲の主’を意味するところがらIndra王のそれであるとする2）のは，完金な誤りであ

　　　　　　　　　　　ノると思われる。まず，Srighananathaという語がIRdra神のエピテットとして∫三目いら

れた例もなく，ホ文の解釈も完金に誤っていることが指摘される。われわれは碑文の本

文を兇てみることにしよう。すなわち，その文は

　一pte　Sr三ghananatham　aryyasakitam　prati§thlpan　mandire．
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と読まれるのであるが，SrighaRaとは後期仏教に於いてBuddhaの異名の一つである

から，上記の交は‘彼女（Pramodavardhani）は聖僧たちの奉仕するブッダの像を潤堂内

に安置した’と訳さるべきであって，DE　CA＄PARIsの記すような意味でないことは明ら

かである29）。

　（3）　KaraRgt6riah碑交（824）に於けるRakarayan　Patapanと　Gandasull碑文

（842）に払えるpang　KarayaR　Partap独　（dangは賓代Java語・樹代Malay語で∫尊

敬すべき’，‘聖’の義）とを周一人とすることは疑いえないとして．この人をKEdu碑交

　　　　　ノの第6代のSr亙Maharaja　rakai　Garungに比定することは著者勲身も疑聞耳を附し

ているところであるが．極めて疑わしいと轡わねばならぬ。Garung，その次のPika－

tangに関しては他に碑：交が若干あり，またPatapanの碑：文もあるが，それらの相互

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ関係は全く判らない3⑪）。ただ僅かに，Saka　755（853）に，　rakai　Pikatangがrakai

Patapanより低い地位にあったことだけは璽実のようである。

　こうした悪騒の疑聞がのこるにせよ，DE　CASPARIsが僅かの碑交から新らしい購実を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ引き賭そうとした努力は十分に評価しなければならない。特に，Saka　764年（842）の
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Sr三Kahulunnanの嗣堂への米田寄進の特異性を指摘し．　Sallendra王朝の最・後を糸蔑i婚

による権力委譲にもとめたことは，今日まで不明のままに放綴されたJavaに於ける
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

SaileRdra王朝の歴史の研究に大きな賞献をしたことになろう。もとよりSri　Kahu－

1unnanをMataram王家に嫁したPramodavardhaniに比定することに史料の不足は

蔽うべくもないが．推測として簡単に斥けることはできないと類われる。何故なれば，

DE　CAsPAR王sがPramodavardhaniの夫とするR．　Pikatangの次のR，　Kayuwangi

に至って，Sanskrit語による称母をとっているからである。すなわち，　Safijayaの王

統（あるいはMataram王家）に於いて，　SaRskrit語の即位名を始めて称したのがKa－

yuwangiであって，　Sajjanotsavaturtgaと称したことが：碑：交から知られるのである31）。

　　　　　　　　　　　　ノDE　CAspARIsが‘間接1；1㌻にSailendra王i家に属していることを示している’と雷ってい

るのは，この意昧に於いて正しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　リ　なお．Mataram王家は第9代Balitung王（郷竃場Srn6varake＄avGtsava£uhgaとも

Sri　Dharmodaya　Mah蚕Sambhuとも記される）の時代（898奪以酋から910銀以後まで）に於

いて，Mataraixの颪Bagelangから東はSurabayaに及ぶ領域を統治したことが知

られるが．919葎と921駕の二つの素話をのこす第11代Tulodong（rake　Layang　dyah

　　　　ノTulodong　Sri　Sajjanasathmatatuftgadeva）の後，大臣Ketudharaの子Wawaが継ぎ．

次いでその王国の最高の富吏であったSindokすなわちrakrya簸mapatih　l　Hino
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　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　リ

dyah　Sl想ok　Sri　I＄離avlkrama‘HiRoの太守Sindok公Sri　ISanavikrama’が927

隼と929年の闘に即位：し，K6diriに即して，1222郊に至るいわゆるK6diri王朝を刎

始して，歴史から消えた。

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　さて，DE　CAsPARIsはさらに第三篇に於いてSai！endra王朝1｛寺代の仏教に関して論

述する。すなわち，この時代の仏教は大乗仏教であるが，特に菩薩の十地思想の関係が

あり．Borobudur（あるいはBarabudur）の名はBh霞misa玄hb紘rabh亘dharaの転諸ヒと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ考えるなど．いくつかの新らしい提説を行うと同時に，Sailendra仏教に見られる

Indonesia的要素を指摘して，この王朝ゐJava起源説の一つの誕左としょうとする32）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　このような点はいま暫らく描くとして，DE　CAspARIsがSailendra仏教に関聯して，

Tjandi　M6n磁tの外側にある九体の菩薩像はその建立者Indra王の祖先をあらわし

たものであると説明する33）点は注目に値いする。　二二：なれば．この説明にして誤りな

しとすれば．Sailendra王朝はほぼ7　’L［一L一紀の湿半に興つたことになるからである。

　　　　　　　　　　　　ノ1934年に．G．　CoE嘘sはSailendraが‘山の王’を意味することに関聯して，　Cambo－

diaのSaRskrit二丈にしばしば扶南の王が‘山の王’（parvatabhUp蚕la，　sailar5ja．土語

ではkuruh　bnam）と呼ばれている撃実を指摘し．627年ののち醐もなく真騰のISaiia－

varman一世（cct．611－ca．635）が最：終的に三訂を毎服したとき，扶南の王家は恐らく

はBaRdon地域を経てJavaに赴き，後に＄ai1endra王朝として捨頭したのであろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノという説を発表した34）。この説に就いては，扶南の滅亡の年次とSailendra王朝の最

古の記録との間に約一世紀半のギャップがあり，この点に反対意晃が集中したのである

が，いまDE　CASPARIsの見解に従えば，　このギャップはもはや存：在しないことになろ

う。しかも，DE　CAsPARIsはK首iurak碑文などの中に扶南の最後の都であるNarava－

ranagaraの名が示唆せられていると主張する35）。

　DE　CASPARIsのこの説は仮説に臆説を重ねた感が深く．　到底そのままに承認するこ

とはできない。われわれがもしこの問題を論ずるとすれば，むしろシナ史料に見られる

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ詞陵の記事を援用し，　この国名がSaiiendraの対音であると結論するのが捷径と思わ

れる。以下，詞陵闘に関して三嘆記事を渉猿して，その所以を説明してみよう。

　詞陵園は陥唐書』倦197，南蟹・酉爾螢伝）をはじめ『新臨綱倦222下．砲蟹ダ転下），

義浄の『南海寄帰内法伝』，杜佑の『通典』（巻188，辺防附第4）．蟹耽の『道黒記』，『唐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一62一
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会要』（巻100），『冊府元亀』（巻272）など唐代の史料に見え，太宗の貞観14年（A．D．640）

から憲宗の元和13年（A．D．818）まで前後101亘1ほど唐に入貢したことが伝えられてい

る。その後，詞陵の名はシナ皮！料に兇えず，野趣とのみ記されている。甜陵に幽する特

殊な所伝としては，

　①『新調書』に，「王は闘婆のμ汀に住む。（玄宗の）天爵無1・1（742455）に．その先祖

　　吉延が都を菓の婆羅岬町に移した。28ヶ圏が閣婆の宗主権を認めていた。」

　②『大群西域求法高憎伝』巻上に．「会寧が麟徳人｛三i・1・1（664－665）に国訴に至り．三無

　　閥その地に滞在して，周国の高｛曽i蕎那駿陀羅（価融abhadra，聖賢）とともに小乗般

　　若経を翻訳した。」なお．この記事は『宋高憎伝』巻2（大正蔵経50，p．717b）の庸

　　巌賄賢伝欝の条に幌える魁ここで繭轍鴫匙とある．

の2所伝がある。

　さて，講陵（Ho－1ing）はKaliBgaの対音とされ．インドのKa恥gaからの移注者

の建てた国と推定されている36）。しかし，詞陵の「詞」は当時の音写（潤えば『大唐西域

記』などに於ける）を晃ると，H音を写して，　K音を写すことはない。管沼がK：alinga

の対音とされたについては，東南アジア方面に於けるインドからの移民が1〈lingと称

せられ3？），この名がKalifigaに撫来することから想定されたものと堪えられるが，『宋

高等伝』は波寄（亦縁1詞陵）と記されて，語頭音がK音でないことを明瞭に示してい

る。しからば，詞陵が唐に入糞した7世細・1・1葉から9世紀煎葉に至る間に於いてJava

　　　　　　　　ノ史料から知られるSailendra王朝あるいはMataram王圃との関係は如何かというとJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ学者はこの圏をMataramに比定し，鞠〒唐書』の記烈…1はSailendraヨ麟蓼抑中部Java

に於ける覇権確立にともなったMataram王園の遷都を示すものであると解した38）。し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノかも，Malangの北西にあたるDinayaで発兇されたSaka紀元682杢1三（760）のSan－

skrit語碑交39）がMatara組ヨ三照遷都の珍事を裏：書きするものであると認めた’go）。すな

わち，この碑文はDevasiMha王の子Gajayanaの外孫（または：嫡誓）のJananiyaな

る者によってAgastya神の神殿の建立されたことを伝えるものであるが，この碑文に

見られるGajayaRaが『新唐誓』1こ兇られる吉延に比定されたからである41）。この王子

　ノはSiva神の儒者であり，従ってDinaya碑文がMataram王国のものと罷ることは

不可能ではない。しかし．Dinaya碑文をMata懐m王国のものと兇るとき，既に知ら

れているMataram王騨の第1代目afijaya王（732），　Kalasan碑文（778）から知ら

れる第2代Maharaja　I）anamkarapaとの関係は如何に説明されるであろうか。

Dinaya碑文をMataram王園のものとする学者で，繭記の関係を説明した者は一人と
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してない。Safilayaの王統は常にrakai　Mataramと課しているのであり，　Mataram

とは現在のJoglak6rta近郊～帯の地方名である。　Jogja短r£aから東に200　km以上

離れたMaiang近郊まで，当時のMataram王国が領有していたとは到底考えられな

い。しかし，『新粉書』に於ける吉延の遷都がMataram王国に関する記事であること

は疑いえないと思われる。而して．着延とはMaharaja　ParpaMkaraBaが刷の箇処で

帯びる称母kariyana（古代Java語のrakarayan．　rakryan）の畜写であると筆者は考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノる。鷹に述べたように．MataramのSafijaya王統はSiva神の信者であり，詞興野

には仏教が行われていたのであるから，詞陵国とMa毛ara鶏王国とは5終ることが知られ

る。従って，『紙罫書』の記事はMataramの記爾ではあるが，　Javaの記事として輩

来交渉のあった詞陵国の記事の中に混入したものと考えねばならない。

　　　　　　　　ノ　次に，詞陵匡1はSai1endra王朝の騒と見ることができるであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　①詞陵国には仏教が行われており，Sailendra王家は仏教の僑奉者であったこと。

　　　　　　　　　　ノ　②Javaに於けるSaiiendra三麟弱の消滅の謄期はDE　CAsPAR王sの説（832）まで学

　　者によって提隅されなかったが，NalaRda碑交（ca．850）の記事から見て，9世紀

　　前葉の中ごろと推定される。この野次は訓北国の名がシナ史料から姿を消す820年

　　と大体に於いて一致する。

ことが指摘されるのであり，詞陵とSalleRdraとを醐～片することはあながち不可能

ではない。しかし，捌者を同一視するためには，

　①「詞」が例えば「詞1のごとき字の誤伝であることかJ

　②あるいは，語頭音＄の音がH膏に近かったということか．

が証明されねばならぬ。この下下の中で，①は詞陵が『宋高等縁』に即下と寵されてい

る点から成立しない。従って，②の易合のみが考慮せらるべきであるが，筆者は遺憾な

がら現在のところその証拠を挙げることができない。問題はサンスクリット語のS音

をJava人あるいは響くインドネシア人が如何に発音したか，それが姻可に響いたかと

いうことであるが，筆者はサンスクリット語の硬口蓋音SがH音に近く　（例えば，ド

イツ語に於けるch音のC“とく）発音されたことは有りうることと考える。　この事実が証

朋されるならば．詞陵はSailedraの対音であり，従ってSailendra王朝の歴史は詞丁

丁がシナ史料に登場する640隼より以前に攣ることになるのであり，従ってCOED壼s㊧

雷う扶南の王家とSaiiedra王家の連続が結論されることになろう。
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梅

　最後に，DE　CAsPARIsの著者の癬評（BKI，108，　PP．191－199）を書いたF．　D．　K．

BOSCHは『シュリーヴィジャヤ，シャイレーンドラ王i家とサンジャや王i家』9rivilaya，

de　gaileRdra－en　SafijayavaMga，　BKI，108，　pp．1i3・123．という論：文を書き，自己の

所説を強調するところがあった。その結論は大休に於いて次のようである。すなわち，

　Javaの麦聾者で9iva数徒のSafiiaya王にVi§nuという恩子があった。この芸子

はまたPapangkarapaという名をもち，　Cambodiaに於けるFunanの支配者の娘と

結婚した。Funanでは，‘由の王’という二恩は，それがJavaに移入される遥か以前

から胴いられてV・た。Pa1，angkara胆の結婚を理幽に，　Javaの諸王は後にCambo－

diaの各地に宗主権を主張した。一度ならず彼等はその彊域に侵入したのであり，彼等

の勝利と敗退はシナの史料に詑録されている。

　Safijayaの息子Vi＄i：iUは二人置息子を持ち，いずれも王になった。長男はMaharaja

の審理を受けたが．弟のgri　Maharaja　gaiiendravamgat三1aka　Sarvarimadavima－

thana‘吉祥なる大王，9aile蛆ra王家の装飾にして一切の敵の三三の破三者’のために

完全に蔽われてしまった。そして，この弟は東灘1アジアに於ける最も有力な君主となっ

て，9rivijayaの皇位継承者たる王女と結婚しp息子Samaragravlraを得た。．かくし

て，∫avaとSumatraの窟を併せ得て，彼が大乗仏』教に改宗するやいなや壮大な

Borobttdurを建立することができた。　A．　D．8！2年ごろにSamaragraviraが死ぬる

と，その死後この‘一切の敵の破擢者’の孫が9ailendra王にして9rivijayaのヨ三に

なった。他方，彼の孫娘は9ailendra王家のMaharaja分家（すなわち，　Vl＄魍の長子

の家系）の一人制子孫に嫁ぎ，その婿は中部Javaに齎1導i｛したが，彼等の時代にJava

に於ける仏教時代は終り，9iva教が再び復活した。’

　以上がBOSCHの到達した結論の要約であるが，われわれはこれを兇てその大撮きわ

まる構成に驚かざるを得ない。襟に述べたところがら知られるように，Bosc｝iの説が仮

説に仮説を重ね，さらに臆説で膠著していることが知られるからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1962・4・15）　（三者は蘭京大文学部1；齢llD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ユ）　詳しくはBRIGGs，　L．　P．：The　Origin　of　the　Sailendra　Dynasty：Present　Status

　　　of　the　Ωuestlon，　Jloternal　Of　the　A？nerican（）rieittal　So　cietソ，　VoL　70（1950），PP．76一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　89．に挙げられている文献を兇よ。ただし，この論女はSailendra王ilYjの起源の闇題に関

　　　して論述を藥中していて，この王朝の歴史に関して

　　　　vAN　NAERssEN：The　gailendra　Interregnum，　India　Antiqua，1947，　pp．249－253．

　　のごとき文献の名は見えていない。なお，この以後に

　　　　CoEDils，　G．：Le　gailendra〃tuer　des　h6ros　ennemis”，　Bingleisan　Budi，1950．　pp．

　　　　58－70．

　　　　Bosc！｛，　F．　D．　K．：grivijaya，　de　gai玉endra－en　Sa5jay段va痴ga，β厚4γαg8πwan

　　　　het　Koninlelij’fe　Institκut，　Vo至．108（1952），pp．113－123．

　　がある。

2）　K：ERN，　H．：Versprelde　Geschriften，　V∬，　pp．117　ff．　CHHABRA，　B．　Ch．；Expan－

　　sion　of　lndo・Aryan　Culture　durlng　Pallava　Rule，　JJottrnal　and　Proceedinggs，　Asiatic

　　So　cie　ty（ゾBengal（Letters），VoL　I　（1935），PP・34－37・CHAT実ERJEE，　B・R・：　India

　　and∫ava，　Calcutta　1933，　Part　11，　pp．29－34．　MAJuMDAR，　R．　C．：Suvarnadvipa，

　　Part　I，　Dacca　1937，　PP．229－230．　KRoM，　N．∫．：Hindoe－Javaansche　Geschledenis，

　　’s－Gravenhage　1931，　pp．123一一126．

　　　　なお，Javaに於いてChanga1碑交より古いとされる碑文が二つ知られている。その一

　　つはJava西部で発見されたPitrrpavarman王の碑文であるが，年次の記載はなく，文字

　　学上から酉暦5世紀の中葉または6’世紀に属すとされる。他の一つは中部JavaのMagelan

　　の爽北にあるTuk　Mas‘黄金の泉’の近くの巨大な岩石に刻まれた所謂Tuk　Mas碑文で，

　　岡じく文字学上から5世紀あるいは7世紀とされる。いずれも当晦のJavaにHindulSm

　　の流行したことを明瞭に伝えている。

3）STuTTERHEIM，　W．　F．：Een　belanglljke　Oordkonde　ttit　de　Kedoe，　Tijdschrift　van

　　．hc・t　Bataviaasch　Genoot5chap，　Voi，67　（1927），　pp．172－215。　MAJuMDAR，　op．　cit．

　　pp．231－236．

）
）
）
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MAJuMDAR，　op．　cit．　pp．　240－242．　KRoM，　op．　cit　pp．　185－188．

MAJuMDAR，　op．　cit．　pp．　234－235．

BoscH，　F．　D．　K．：　De　inscrlptie　van　KalasaR，　TBG　68　（1928），　pp．　57－62．　CHAT－

TERJEE，　op．　cit．　pp．　44－48．　MAJuMDAR，　op．　cit．　pp．　150－151．　KRoM，　op．　cit．　pp．

工35一・136．

Bosc｝i，　F．　D．　K．　：　De　inscriptie　van　Keloerak，　TBG　68　（1928），　pp．　1－56．　CHAT－

TERJEE，　op．　cit．　pp．　151－t152．　Ki｛oM，　op．　cit．　p．　13Z

CoEDEs，　G．　：　Le　royaume　de　S？rivijaya，　Bzetletin　de　1’Ecole　lt”rctnFaise　d’Ectre－nze－

Orient，　18　（1918），　pp．　29－32．　CHHABRA，　op．　cit．　pp．　20一一2Z　GoNDA，　」．：　Twenty－five

Sanscrit　Inscriptions，　Leiden　1948，　pp．24－26．　MAJuMDAR，　op．　cit．　pp．149－150．　1〈RoM，
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op．　cit．　pp．130－131．　BoscH，　R　D．　K．：De　inscriptie　van　Ligor，　T8G　81　（1941），

pp．26－38．

HIRANANDA　SI｛AsTRI：The　N護landa　Copper　Plate　of　Devapaladeva，　El）igraphia

1＞zdica，　XVII　（1923－24），no．17，　pp．310－327．　BoscH，　F．　D，　K．：De　oorkonde　van

het　Groote　Kloosters　te　Nalanda，　TBG　65（1925）．　PP．509－588．　GoNDA，　oP．　cit．

PP．28－34．　CHATTERJEE，　oP．　cit．　PP．49－53．　MAJuMDAR，　oP．　cit．　PP．152－153。　KRoM，

op，　cit。　pp，142一一144．

SuBRAI｛MANYA　AIYER，　K：．　V．　l　The．Larger　Leiden　Grant，　Jgp．　Jnd．　XXII，　pp．213－

229．CHATT猛RJEE，　oP．　cit．　PP．53－57．　MAJu廻DAR，　oP．　cit、　PP．167－169．　KRoM，　op．

c呈t．p．237．

CoEDils，　G。：Le　royaume　de　l；1’ivijaya，　BEF｝IO　l8（1918），　pp．1－36．

FERRAI　D，　G．：Ωuatre　textes　6pigraphiques　Malayo－Sanskrits　de　Sumatra　et

de　Bahka，　Jfoeci’nal∠4sia　ti　r，　ue　1923，　pp．272－276．

KRoM，　N．」．＝De　sumatraansche　Periode　der∫avaansche　Geschiedenis，　Leyden

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1919（s．BEFEO　19，　pp．127－135）．　VoGEL，∫．　P．：Het　I〈oninklijk　Srivijaya，　BIく王75

（1919），　pp．626－637。

STAPEL，　F．　W．（ed）：Geschieδenls　van　Nederlandsch－lndiE，1，　Amsterdam　1938，

p．162．

CoEDils，　G．：L．es　6tats　hindouis6s（1’lndochine　et　d’王ndon6sle，　Paris　1948，　p．164．

An　Advanced　Hlstory　of　India，　London　1953，　p．166．

DE　CAsPARIs，」．　G．：Inscripties　uit　de　gailendra－tljd，　pp．96－97．

玉b呈d．PP．1－11．

ibid．　pp．11－24．

lbid．　pp．24－50，

玉b圭d．pp，50－73．

ibid．　pp．73－95．

ibid．　p．106．

ibid．　pp．100－IO1．

至bid，　pp．108－109。

ib至と圭．　pp．109－111．

ibid．　p。133．

ibid．　p．139．

F・D・K・BoscHは　DE　CAsPARIsの藷轡の書評　（BKI　108，　PP．191－199）に於いて，
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．　Sailendra王朝とMataramヨ三鷹の∫ava支配について

　　Srighananathaを‘Buddhaを主とする者’，‘敬慶な仏即今’の意に解し，薇蘭の詩頒に見

　　えるSamaratuhgaをさすとする。

30）

31）

32）

33）

34）

35）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

s．MAJulfDAR，　op。　cit．1），238．　K二RoM，　Gesch三e（｛enis，　p．156．

MAJ脳DAR，　op．　cit．　p．239．

PE　CAsPAR！s，　Inscript玉es，　pp．134　ff．

至bid．　pp，　i84－18琴．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノCoEI）直s，　G．：On　the　Origin　of　the　Sail．endra　Dynasty　oξIndonesia，，Jozt．rnalげ

tゐe　Grea．tev’一乃n．dia．　So　cietbl，　工　（1934），　pp．61－70．

エ）fi　CASPARIs，　oP．　cit．　PP．191－192．

CoF．DSs，　Etats　hindouls6s，　p。137．　MAJu勘AR，　op．　clt。　p．112．　KIRoM，　Geschie（董enls，

p．104．

MAJUMDAR，　op。　cit，　p．7，　p．95．

MAJul｝IDAR，　op．　cit。　pp．236－237，

Bo＄cH，　F．　D．　K：De　sanskrlt　inscrlptle　qp　den　steen　van　Dinaya　（682　gal（a），

TBG　57（19工．6），　pp。410畷44．　do，　Het　Lingga　I－leiligdom　van　Dinaya，　TBG　64

（192婆），pp、227－286．　C｝IATT二型，　op。　c1t．　pp，35－40．　MAJuMDAR，　op．　cit，　p．248，

1く二ROM，　OP．　cit．　PP．146－149．

CoEDiSs，】£tats　hindouis6s，　PP．】．56－157．

Po聡RBATJARAKA，　Agastya　in　deR　Archφel，　Leiden　1926，「pp．109－11．0．　KRoM，　op．

cit，　pp．147－148．　MAJuMDAR，　op．　clt．　p。249。

〔後記3　硬目四聖擦音の習写にあたって，　本稿では9を用いたが，引用にあたってはg．をそ

　　のまま用いた。また，ジャヴァの闘有名詞に関しては，オランダ人の場禽特有の音写があり

　　（uの代りにoe，　cの代りにtj，妻の代りにdjなど），一見まぎらわしいが，引用の場舎

　　のみ原音写をのこし，他は統一した。なお，ジャヴァ語に特有な鷺韻現象は幽来うる限り尊

　　重したが（例えばKeduとはせずしてK晦uとしたのなど），一部は慣用に従った。例え

　　ば，A’　一プン・シラブルの語に於いてaは。と発音されるのであって．従ってBara－

　　bu4ur一・BOrobudurとなり，この綴りが一般に用いられているのであるが，　この法闘を厳

　　密に遼潰するとJava一．・Jowo，　Dlnaya一．．・Dinoyoと認さねばならない。しかし，混蹴を来

　　たすCとをおそれ，慣用に従いJava，　Dinayaの謙謹瑞いることにした。
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